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　前回は質的研究にどのような意味があるの

かについて概観した。今回より 2回にわたり、

具体的な研究例を基にグラウンデッド・セオ

リー法について解説する。

Contents: 
１．どのような現象を捉えたのか

２．その現象はどのように問題か

３．なぜ質的研究方法を選択したのか

１．どのような現象を捉えたのか
　以下は老親を介護する勤労女性の、日頃の

生活における思いや感情を吐露したものの一

部である。なお内容は一部改編している。

≪会社員 48 歳、認知機能の低下してきた義

母 80 歳を 15 年介護≫

　「医師から『認知症』、と言われてはいない

が、姑はときどき道理に合わないことを言う。

でも私は反論しない。姑には子どもの世話を

してもらった恩があるし子どもの手前、変な

こと（姑への反論）はできない。

　夫は自分で何でも決める人で、『こうする

ぞ』って言われたら私は『じゃ、わかった』っ

て、夫にも従う。

　夫が家事や介護を手伝ってくれるように

なった。でもポータブル（便器の洗浄）は私

の仕事。それだけは夫も嫌がる。朝は早くに

起きて掃除して食卓に座る暇もなく、みんな

の弁当を作り仕事に行く。帰宅したらまた食

事を支度して家族に食べさせ洗濯し風呂に

入って一日が終わる。手抜きだらけの家事

（笑）。週末は家で仕事することも多い。趣味

はみんな辞めてしまった。まだ日中、姑が一

人で家にいられるからいいが、この先どうな

るのか、とても心配だ。

　私の仕事の責任も重くなってきた。親のこ

とで何かあったら、休みを交代してもらわな

くちゃいけないので、上の人にも下の人にも

気を遣い、試練の毎日だ。

　実家の母から見ると私は、『いつもピリピ

リして』いて、友人から見ると『周りの言い

なりになっている』ようだ。結婚、出産の後、

姑の介護がすぐに始まり、ずっとそういう、

やり方をしてきた。そうしなくちゃ家が回ら

ない。

　私が仕事を辞めれば家事や介護に集中でき

るし、子どもや夫にも優しくなれるのだろう

が、子どもの教育費の為と国の年金も当てに

できないから働いていたい。

　職場には気心の知れた仲間もいて仕事は楽

しい。働いて、給与という見返りが来るのは

嬉しい。自分の自由になるお金があり好きな

物も買える。でも職場の人間関係など、悩む

ことも多い。私が仕事の愚痴を言うと、夫は

『（仕事を）辞めろ』と言う。だから、夫には

何も言えない。

　介護を始めたころは若く、夫と一緒に毎日、

姑を風呂に入れた。今は介護サービスに任せ

て、自分は大したことはしていない。良い介

護って何なのでしょう。家にいて、お話し聞

いてあげることかな？でも話題に困る。姑は

一人でずっと同じことを喋っている。夫が合

わせてくれているが、疲れていると夫もイラ

イラしている。

　今度ショートステイに姑を預けて、ディズ

ニーランドに行く。上の子が来春、県外の大
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学に行くので、一緒に出かけられる最後の機

会だ。姑一人、他人に預けて遊びに行くなん

て。誰も非難しないけれど、なんとなく後ろ

めたい」

　この女性会社員は、家庭をもちつつ働くこ

との喜びと充実感を抱く一方で、妻、母とし

ての役割や嫁としての老親介護の責務を全う

しきれていないと述べ、罪の意識にも似た感

情を抱いている。一般的に老親の娘や息子の

配偶者は老親介護を自身の役割と認識し、周

囲からもそのように期待されている。このよ

うに、わが国の娘や嫁にとっては老親介護が

慣行的な規範行動として認識され、踏襲され

てきた。その背景には、旧民法で制定された

家制度に基づく長子の責任による親の扶養義

務、儒教精神、敬老精神による強化がなされ

てきたとの指摘がある 1) ～ 7)。高齢者福祉施

策において家族介護者は、無償で介護責務を

担うものとして、施策上も家族介護者の責務

が明文化されている 8)9)。一方、介護保険制

度が施行されて 10 年を過ぎた今日、この女

性会社員のように家族の事由で介護サービ

スを利用することが一般的になった。さら

に 1985 年に男女雇用機会均等法が施行され、

1999 年に男女共同参画社会基本法が制定さ

れて、今や女性も男性同様に就労し自己実現

や社会貢献を果たしながら、男女問わず家事

や老親介護を担うものとされて久しい。にも

かかわらず、高齢者介護の主な担い手である

同居家族のうち、その 70% が女性であり 10)、

共働き夫婦の夫の家事分担時間は妻よりも短

い 11)。この女性会社員とて、日々の家事介護

責務をせいいっぱい果たしていると見受けら

れるが、「大したことはしていない」と語り、

介護サービスに親を預けて自分たち夫婦と子

どもと出かけることに、後ろめたさを感じて

いる。女性が果たすべき責務とは何なのか。

後ろめたさはどこから来るのか。

　近年、介護者のうつ問題が着目され始め

た 12) ～ 14)。しかし介護家族への公的支援策は、

介護保険制度、介護休業制度を除いて見当た

らない。介護保険制度については制度導入前

後の介護負担感の比較に関する調査で、大差

ない、もしくは制度導入前よりも介護者の負

担感が強いとの報告がある 15)。介護休業制度

の利用率については 1 パーセントにも満たな

いこと、制度利用に消極的な理由として、1)
人件費節約や定員削減が推進される職場で、

休業により雇い主から退職勧告を受けること

を恐れている、2) 同僚に迷惑や負担をかけ

ることを回避したい思いが明らかにされてい

る 16)。公的支援策の限られる中で、働く女性

介護者は就労家事育児介護の両立の際にさま

ざまな葛藤を体験しており、安寧の脅かしは

深刻さを増している。

　実は私自身、この女性会社員と似たような

境遇にあり同じような感情を体験してきた。

　私は働く女性介護者が、職業生活と老親介

護を両立する際に体験する葛藤を明らかに

し、それらに折り合いをつけて前向きに生き

てゆく過程を捉えたいと思った。それによっ

て、勤労女性介護者にとって有益な支援策を

考えたいと思った。

２．その現象はどのように問題か
　勤労女性介護者の安寧の脅かしが深刻さを

増している背景について、以下の 2 点から述

べる；1) 高齢者医療介護施策と家族構成の

変化、2) 社会保障制度の脆弱化と女性の就

労意思。

1) 高齢者医療介護施策と家族構成の変化

　わが国では人口の高齢化が急速に進み、

2007 年に 65 歳以上老年人口の割合は 21%
を超え、超高齢社会を迎えた 17)。老年人口の

増加とともに要介護高齢者数は増え、要介護

度は重度化し療養期間は延長した。1950 年

代まで高齢者の主な死因は脳血管疾患であっ

たが、当時の医療水準からして要介護高齢者

が長く床に就く、という現象そのものは現在

ほど見受けられることはなかった 18)19)。1970
年代以降、脳血管疾患の発症は減少し、代

わって心疾患、悪性新生物、生活習慣病の発

症が増えた。医療技術の進歩とともに、高齢

者介護が厚生行政の課題となり、老人福祉法

（1963 年制定）、老人保健法（1982 年制定）

等の、高齢者を対象とした保健福祉施策の充
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実、介護予防、健康維持増進施策が打ち出さ

れていった。1995 年、要介護状態にある高

齢者のうち、3 年以上寝たきり状態にある者

の割合は 53% で、寝たきり状態になってか

ら死亡するまでの期間は平均 8.5 か月であっ

た。2006 年、要介護高齢者が日常生活に何

らかのケアを必要とする期間は推定で 6-8 年

であった 20)。逼迫する医療費介護費抑止を意

図して医療制度改革および介護保険制度の見

直しが行われ、在院日数短縮と療養病床数削

減の推進、および要介護高齢者の在宅療養の

推進が続いている。

　戦後の経済発展に伴う女性の高学歴化・晩

婚化と社会進出する女性の増加により、出生

数の減少、核家族世帯および単身世帯の増加

および高齢者との同居率の低下が生じ、家族

の介護力の低下が進んだ。現在、40~60 代の

中年後期世代は、老親と同居しているか、別

居しているかを問わず、親の介護を中心的に

担う、または介護するきょうだいに協力して

携わる必要性が出てきた 16)21)。

　要介護高齢者施策が在宅介護を推進する中

で、施設介護サービス利用を求める家族の意

向が高まっている。2009 年、特別養護老人

ホーム入所待機者は約 42 万人である 22)。平

成 21 年度の介護サービス施設・事業所調査

結果によると施設介護を希望する家族の理由

（複数回答）のうち約 7 割を占めたのが、介

護者が病気である、高齢である、就労育児の

ため介護できない、であった。一方で、施設

側が入居を優先するのは、介護放棄や虐待が

疑われるケース、独居高齢者、病院・施設か

ら退院・退所したケースであり、前述した施

設入居待機者数に比べ、真に入所を必要と

するのは 1 割程度とする見方がなされてい

る 23)24)。

2) 社会保障制度の脆弱化と女性の就労意思

　1950 年代の主要産業は第 1 次産業で、男

女問わず家族員は労働力として期待されてい

た。前述したように、現在ほど要介護高齢者

が長く床に就く状況下ではない中で、女性は

労働の傍ら、家事や老親介護を含めた家族の

世話を一手に引き受けていた。1970 年代以

降、疾病構造の変化および、高齢者医療介護

施策の家族による高齢者介護の責務が重視さ

れるようになったが、その一方で産業構造も

第 2 次、3 次産業が台頭し、女性の就労状況

も変化した。1960 年代の高度経済成長を境

に第 1 次産業で働く女性の割合は激減し、第

2 次産業の発展とともにサラリーマン世帯の

増加と女性の専業主婦層が増加した。1980
年代には第 3 次産業が発展し、同時に女性の

高学歴化、家電製品普及による家事労働負担

の軽減、マスメディアを介した欧米諸国の高

齢者介護と福祉施策の実情、および女性個人

の意思決定と自己実現を尊重する考え方が普

及し、女性の就労意欲は向上した。労働力人

口に占める女性の割合は 1970 年代以降 4 割

を超え、2006 年に 41.4% となっている。15
歳以上人口に占める労働力人口の 2006 年の

割合は 60.4% で、このうち女性の労働力率

は 48.5% と、前年比 0.1 ポイント増であっ

た。女性の年齢階級別労働力率の推移を表す

特徴として『M 字カーブ』が知られている。

これは、多くの女性が結婚・出産を体験す

る年代に労働力率が低くなる特徴を示す。M
字カーブの 1970 年代以降 10 年毎の変化で

は、70 年代に 20 歳代後半から 30 歳代前半

がカーブの底となっていたが、晩婚化・晩産

化の影響から次第にカーブの底が浅くなる傾

向が見受けられている。2006 年、20 歳代後

半女性の労働力率は 75.7% であった 25)。一

方、1990 年代初期のバブル経済崩壊、2008
年の米国投資銀行の経営破たんを契機とした

世界的な金融危機は、わが国の経済情勢およ

び、男女の雇用や就労形態に多大な影響を及

ぼした。企業はこれまで、終身雇用制度、年

功型賃金制度を取り入れてきたが、不況対策

として男女正規従業員の賃金カットと非正規

雇用従業員雇用による人件費の節約を続けて

いる 25) ～ 28)。従来、既婚女性の主な就労形態

は非正規雇用であり、既婚女性は子育て、家

事、老親介護を含む家族の世話を担い夫の収

入を補完する目的で、非正規雇用を好んで選

択した。しかし、長引く不況と上昇する失業

率の影響を受け、現在、正規雇用につけない

若年労働者や男性労働者の非正規雇用採用が
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増えている。これらを背景に、下落した世帯

所得の補完や配偶者のリストラに備え、ある

いはリストラのあおりを受けた配偶者に代わ

り、老親介護を担う中年世代の既婚女性の就

労率が、伸び続けることとなった 29)。

　さらに、わが国の社会保障制度は現役世代

が高齢世代を支える世代間扶養を前提として

いる。しかし、生産年齢人口は 2005 年をピー

クに今後、長期にわたって低下することが見

込まれている 30)。景気回復の桎梏、企業倒

産、完全失業率上昇、所得下落の一方で増え

続ける高齢者人口の増加により、若年世代の

社会保険料の負担増加や、民間企業勤労者の

加入する厚生年金制度の破綻が生じており、

これを契機に、国の年金制度に対する国民の

不信感と老後生活への不安が飛躍的に大きく

なった 23)28)31)。前項で、施設介護サービス利

用を求める家族の意向の高まりについて触れ

たが、家族介護者が就労継続を理由に施設介

護サービス利用を希望する背景には、現在の

生活基盤を支えるだけでなく、老後の生活保

障のための自衛手段として就労継続の必要性

が出てきたことがいえる。このような状況下

で、今後も老親介護を施設介護サービスに委

ねながら就労継続を望む女性の増加が見込ま

れる。

３．なぜ質的研究方法を選択したのか
　質的方法を選択した理由については、はじ

めに先行研究で、この現象がどのように扱わ

れ、どのようなことが明らかにされてきたの

かを概観した後、質的研究方法の中でもグラ

ウンデッド・セオリーを選んだことについて

説明する。

1) 家族介護者研究の概観

　この現象を説明するに最も近い既存の概

念として、“介護負担”がある。英語では

stress、burden、strain の 3 語で表現され、『介

護が心身の負担、重荷になり、介護が基にな

り個人に生じる緊張状態、過労、疲労』と定

義されている（看護大事典、医学書院、第 2
版）。介護負担に関する先行研究を概観する

と、以下の点に集約できる。

　(1) 高齢者の身体的精神的な機能低下によ

り介護に要する時間、労力が増してゆく。被

介護者（老親）が認知症をもつ場合は、そう

でない場合よりも負担感が高く、これによっ

て介護者の睡眠・食事など基本的な生活が妨

げられ、介護者の主観的健康感が悪くなる。

介護者が気分転換できず、精神的ゆとりを欠

くことと介護負担感の有意な関連である。

　(2) 主な研究手法は、西洋文化圏で開発さ

れたストレス理論などを枠組みとした探索的

研究と仮説検証型研究（量的研究）であり、

ZARIT 介護負担感尺度など西洋文化圏で開

発された測定尺度を使用している。

　(3) 介護者の続柄は、女性介護者であって

も、老親の妻、老親の娘、老親子の配偶者（嫁）、

単身女性と、さまざまである 32) ～ 46)。

　(4) 研究対象として勤労者と就労していな

い介護者を対象に比較検討した横断的研究が

多く、介護者の就労が介護負担感を高めるか

軽減するかについては、一貫した知見は得ら

れていない。すなわち、就労は介護者を一時

的に介護から解放する見方があり、勤労介護

者では非就労者に比べ精神的なゆとりをもつ

可能性も指摘されている。しかし、勤労介護

者は非就労者と比べて比較的年齢が若く、健

康状態は比較的高齢な非就労者よりも良好な

可能性が指摘されている。また勤労介護者は

非就労者に比べて、もともと介護と就労の複

数の役割をこなす高い能力や、介護によるス

トレスへの対処能力を備えた介護負担感の軽

い集団という見方もある。これらについては

研究対象を就労する介護者のみに絞り検討す

る必要性が指摘されている 15),34)。

　(5) 勤労介護者の介護ストレス対処能力に

関する先行研究では、①介護者が出来る範囲

を見定め、ペース配分して介護し自身の健康

管理に留意する。②気分転換する。という 2
種類の行動的対処行動が見出されているが、

認知的対処行動については把握できていな

い。それは、調査で用いた対処方略に関する

測定尺度のうち、認知的対処行動に関する設

問に、回答者に非現実的願望や自責の念など

の心理的侵襲をもたらす内容が含まれていた

ことから、研究者が倫理的配慮として除外し



高齢者ケアリング学研究会誌　Vol.2  No.2  2012

42

高齢者ケアリング学研究会誌　Vol.2  No.2  2012

43

たためである 47) ～ 49)。西洋文化圏で開発され

た測定尺度を用いる量的研究では、このよう

な限界が伴われることがある。そこでこれら

を踏まえ、既存の研究仮説や測定尺度では把

握できていない側面を含んだ、全体的な現象

の理解を可能にする手立てとして、質的研究

法によるアプローチが手掛けられ始めた。

　 山 本（1995）、Yamamoto ら（1998） は、

認知症のある老親を介護する娘・嫁（日本人）

26 人を対象に、在宅介護サービス利用に至

る過程を検討した。研究手法は質的研究法の

グラウンデッド・セオリー法を用いた。そこ

で明らかにされたのは、介護者が身体上の都

合等により自ら提供する介護量を引き下げ代

わりに介護サービスの利用を考慮する際に、

わが国の儒教精神、敬老精神や、女性が家庭

内役割を中心的に担うのを良いこととし、介

護サービス利用を否定する社会規範や長子相

続制が、老親介護を社会的に高く価値あるも

のとしていることから、強い罪悪感や恥の意

識を抱き、サービス利用を躊躇するメカニズ

ムである。さらに山本は、女性介護者が、さ

まざまな困難について折り合いをつけながら

受け入れる一方で、自らの生きがいを保持す

る方法を見つけていく過程を見出し、「日本

女性の小文化」と定義づけた 50) ～ 54)。

　山本のグラウンデッド・セオリー法による

質的研究は、私の捉えたい現象に近く、大き

な示唆をもたらした。認知症のある高齢者を

介護する状況に迫り、負担感の強い介護者の

体験や思いを抽出している。しかし、介護者

は勤労者に限定されていない。また山本が見

出した「日本女性の小文化」は、日本女性の

奥ゆかしさや芯の強さを反映した、美しい結

果に捉えられた。一方、私の捉えたい現象は、

男女共同参画施策や介護保険制度という充実

した施策により女性も高齢者も安寧が保障さ

れているかのように見えて、現実的には、高

齢者医療・介護費の削減、社会規範によって

従来通りの女性の介護責務が重視され、悪化

する雇用状況や将来的な社会保障制度への不

安の高まる経済情勢の中、豊かな生活基盤確

保のため、また自らの生きがいのために就労

する女性が、家族への愛情と自己実現の希求

のはざまで揺れ動く姿や、悩み苦しむ実情で

あった。そこで私は調査対象を勤労女性で、

既婚者に限定することとした。また老親の状

況として、多少、認知機能の衰えがあるとし

ても、主治医から認知症との診断を受けてい

ないケースを選定することとした。このケー

スであれば、女性の慣行的な規範行動に関す

る老親との日常的な相互作用があると想定さ

れ、勤労女性の実情が、より強く導き出され

るのではないかと考えたのである。

　欧米文献で認知症のある高齢者の介護負担

軽減を意図した介入研究は、これまで主に以

下の二つについて行われてきた；1) 認知症

に関する理解や認知症のある高齢者の介護

に関する知識・技術に関する教育的介入、2)
介護者の負担感軽減を意図した心理的介入。

介入研究のメタ・アナリシスによると、教育

的介入では負担感の軽減に一時的効果はある

ものの、認知症の周辺症状や認知症による高

齢者のパーソナリティの変化は止めようのな

い現象であることから、長期的には介護負担

感軽減を図ることは難しい。その一方で心理

的介入は、介護負担感を引き起こす介護者側

の認識の変容に働きかけて行動変容を促すも

ので、教育的介入に比べて有効な可能性が指

摘されている 55)。以上を踏まえて私は、前述

した勤労女性介護者固有の認知的側面を明ら

かにし、介護負担感を軽減する心理的介入を

構築したいと考えたのである。

　1990 年代、アメリカでワーク・ライフ・

バランスという概念が生まれた。定義は『仕

事と生活を調和させ、充実感を得られる仕事

と健康で豊かな生活の両立』である。わが国

では 2007 年に内閣府が中心となり、『生活と

仕事の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章』

ならびに『仕事と生活の調和推進のための行

動指針』が決定され、2009 年の育児・介護

休業法改正と続いている 29)56)。介護負担研究

においてもワーク・ライフ・バランスに関し

て検討が始まり、国内の勤労介護者を対象に

測定尺度の開発や利用が進んでいるが、現在

までのところ子育てと家事、就労との両立に

関する検討がほとんどであり、老親介護に関

する検討は稀少である 57)。前述したように、
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わが国の社会保障制度は現役世代が高齢世代

を支える世代間扶養を前提としているが、生

産年齢人口は減少傾向にあり、老親介護を担

う中年世代のワーク・ライフ・バランスは、

生産年齢人口確保と社会保障制度の基盤を確

保する意味でも重要となっている。

2) グラウンデッド・セオリーを選んだ理由

　研究方法の背景には理論的な見方・考え

方がある。グラウンデッド・セオリー法の

理論的背景は象徴的相互作用論（symbolic 
interactionism）である。象徴的相互作用論で

は人の行動や考え方は、所属する地域社会な

どの特定の集団で共有されている、ものの見

方・価値観・考え方（シンボル）の影響を受

けて方向付けられると捉える。現象の理解

は、人々の相互作用におけるシンボルのやり

とりの過程で、既存のシンボルと照らし合

わせた結果、再定義され、あるいは新たな

意味づけを通してなされる。これは社会化

（socialization）の過程である。グラウンデッ

ド・セオリー法は、社会化の過程に焦点をあ

てる 58) ～ 60)。

　規範化された女性の家事老親介護役割の重

視は、わが国においては女性が一般的に踏襲

することと社会化されていると捉えられる。

勤労女性介護者が就労希求と家事介護責務の

狭間で揺れ動くのは、社会化の過程と捉えら

れる。以上から私の捉えたい現象にアプロー

チする方法として、グラウンデッド・セオリー

が最適と判断した。

次回は以下について解説する予定である。

４．グラウンデッド・セオリー法による手順

の実際（コーディング～カテゴライズまで）

５．抽出した結果と評価

６．スーパーバイズの有用性
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